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前田育徳会所蔵  金沢城絵図「堂形の御細工所」�

「波丸紋散鐙」�
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めいてつエムザ前設置�
（11月中旬～2月下旬）�
「金箔きらら」 �
提供：石川県箔商工業協同組合�
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古くから吉祥紋として使われている松竹梅。「松」は
風雪に耐え、厳寒にも緑を保つため、節操高きもの
の象徴とされてきました。神仙思想と結合して長寿
の意味にも用いられています。�

花と月とともに日本の代表的景物。六角形の結晶を
図案化した雪輪文をはじめ、その表現はさまざまです。
大雪は豊作の前兆とされ、縁起の良いものとして好
まれます。�

「花車」は四季の草花を盛り込んだ籠を積んだ車の
文様。花で飾った御所車の文様も花車と呼ばれます。
その華やかで気品のある美しさから、ハレの日の友
禅に最も好まれる文様のひとつです。�

四君子の一つに数えられる「梅」。厳寒期に花を咲
かせることから、強い忍耐力と清らかな気高い美しさ
を表します。日本では平安時代以降、新年の希望の
象徴として詩や歌にも詠まれています。�
�

中国では鶴は長寿を象徴する瑞鳥として尊ばれてい
ます。その姿の優雅さは日本で特に愛されています。
丸鶴文、菱鶴文、向かい鶴など文様のバリエーショ
ンもさまざまです。�

一月から二月にかけて可憐な花を咲かせる水仙は、
新年を迎えた頃に満開を迎えることから、新春の瑞
兆花とされます。また水仙の仙は天仙の仙とも言われ、
吉祥花として愛されています。�

早春に鮮やかな紅の花を咲かせる椿。春を告げる聖
なる花とされる反面、ぽとりと花を落とすので武家で
は避けられてきました。それでもその華やかさや緑の
葉とのコントラストの美しさから、さまざまな工芸品に
描かれています。�

立ち木を雪から保護するために枝を縄で吊る「雪吊り」
は冬の兼六園の風物詩。円錐形の美しい幾何学模
様は、金沢ならではの文様としてさまざまな工芸品に
表されています。 
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撮影協力：壽屋／衣裳協力：ブライダルハウスことぶき�

名勝兼六園の冬の風物詩、�
雪吊りを表現した金沢風情あふれる黒留袖。�
矢田 秀樹作 黒留袖「兼六園・梅林」（加賀染振興協会）�
�
�

日本における代表的な吉祥紋、松と梅を配置した格調高い訪問着。�
柿本 市郎作 訪問着「松韻」（加賀染振興協会）�

�
�

神秘的な自然現象を通して、�
春の訪れを待つ心を表現した訪問着。�
杉浦 伸作 訪問着「オーロラ」（加賀染振興協会）�
�
�

押田家所蔵  押田 正義作 「花嫁のれん」�
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800℃の素焼きの後に、白化粧土、紅柄、織部釉、長石
釉を筆で施釉（筆塗り）し、1250℃で本焼き。酸化焼成
によって得られたモダンな色合いが特徴的。�

ロクロ成型、化粧がけ、彫り、上釉、焼成の工程を経て完
成する大樋焼の鉢。高麗茶碗の「彫三島」の手法を用い、
釘彫りで桧垣文を施している。薄鼠色は窯変も楽しい。�

釉薬をかけずに焼き上げる「焼きしめ」。土そのものの重
厚でありつつも素朴な風合いが生きる焼きしめの器に、
金箔を施し、九谷の和絵具を焼き付けてある。�

青瓷の淡い青緑が、気品ある奥深い輝きを放つ水指。
蓋はガラス作家の佐々木雅浩氏によるもので、陶器とガ
ラスのコラボレーションを体現した作品。�

天目釉、籾灰釉、飴釉、三種類の色の異なる釉薬を用い
た「掛分け」技法による器。色合いの妙と、直線と三角を
基調にした図柄の美しさが際立つ。�

生地から絵付けまですべて作家の手によるもので、手挽
きの六寸の鉢に赤絵を施し、中心に色絵で花を描いたも
ので、用の美にあふれる作品。�

赤で妖精を描き、黄釉（もえぎ）
で彩色した花器。艶やかさと
清楚さを兼備する妖精など、
独特の図案化表現に豊か
な遊びごころが感じられる。�
�

白い土に顔料を混ぜて色土をつくり、白い土と合わせて
模様を出す「練り込み」技法による器。優しい風合いと、
一つひとつ微妙に異なる表情が味わい深い。�

赤、黄、緑、紫、紺青の九谷五彩の色絵を基調とし、春ら
しく金を上品にあしらった茶道具。桜の図案が愛らしく、
初春の茶会に華やかさを添える。�

吉祥紋である松を「盛金」で描いた茶器は、繊細かつ豪
華絢爛。盛金は金彩加工のひとつで、刺繍のように盛り
上がり立体感を表現する技法。�
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200代下段本三方開（金沢仏壇商工業協同組合）�
撮影協力：米永仏壇／衣裳協力：ブライダルハウスことぶき�

室町文化の伝統と高度な技を純粋に受継ぎ
表現されたお仏壇。第17回全国伝統工芸品
仏壇仏具展で全国伝統的工芸品仏壇仏具組
合連合会会長賞受賞。�
50代 小型金沢仏壇本三方開�
（W67cm×H147cm×D57cm）�
（ 政 塗師岡仏壇店）�
�

昔から受け継がれた漆の気品と奥深い光沢、
純金箔の華やかな美しさ、加賀蒔絵の優美さ、
彫刻の重厚さを結集させた金沢仏壇。�
70代 金沢仏壇新三方開�
（W72cm×H161cm×D64cm）�
（卯野屋仏壇店）�
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手前より�
「本松屠蘇器」（金銀箔工芸 さくだ）�
「ちょうちん椀＜二客揃＞」（箔一本店 箔巧館）�
「盃 ＜山茶花＞」「盃 ＜椿＞」（箔座）�

左：ポケット式となっているので貴重な写真を大切に保存出来る。�
　 「舞鶴 姫 アルバム」�
右：「純金箔栞（しおり）」（金箔工芸 田じま）�

上：「アート箔 額装＜純金箔＞」�
下：「アート箔 額装＜プラチナ箔＞」�
（かなざわカタニ）�

【製品・製法特許取得済】�
�

左：蓋部を純金箔張りで仕上げ、冬の季節の花である椿を手描きで表現。蓋内側には鏡がついている。�
 　「ジュエリーボックス＜椿＞」�
右：布地に純金箔で雪の結晶を表現。片方が拡大鏡になっている2面鏡なので便利。布ケースつき。�
　 「ダブルコンパクトミラー」（箔座）�

独自製法により、わずか0.1ミクロンの純金箔
上に艶消と光沢の凹凸を実現。純金のコン
トラストのみで絵柄を表現した高級感が魅力。�
�

左：静謐な冬の世界の広がりを感じさせる花器は、お部屋に清冽な雰囲気を呼び込み、使うほどに愛着がわく。�
　 「詩景色花瓶 冬」�
右：黄金の輝きが祝いの席にさりげない豪華さと気品を齎し、華やかな場をいっそう盛り立てる。�
 　「扇面花生 よろこび」（金銀箔工芸 さくだ）�

左から：皮に箔をちらした丸いフォルムのシッ
クな時計。「レザー丸時計」�
柄の入った箔と蒔絵を施した祝儀扇は、ワン
ランク上のお洒落な小物。「祝儀扇」�
扇子だけでなく、櫛やペンなど入れても素敵。
布に箔をあしらい、上品な仕上りに。「差し袋」
（箔一本店 箔巧館）�
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手前より「鳳凰蒔絵盃洗」「松竹梅蒔絵燗鍋」「蒔絵宝尽 三ッ組盃」（すべて加賀蒔絵）�
�

福田 浩康作「飛翔棗」�

螺鈿の技法を用いたオブジェは、空間を飾るという用途と、アートとしての美しさを兼ね備えています。�
今、金沢漆器の技法は、器というカテゴリーを飛び出して変貌を遂げ、和と洋、伝統とモダンの間を�
自由に行き来しようとしています。　中央：「香合」／左右：「オーナメント」（いずれも山村 慎哉作）�

中：「九谷焼瓔珞紋」　外：「朱縁高重」（能作）�

上：「ヘレンド 長安の春 楕円カップ」 　下：「波紋筋丸盆」（能作）� 上：「ヘギ目溜塗四方盆」　下：「敷板盆6枚組」（能作）�
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「白紋繻子地水仙唐花丸紋模様繍小袖」復元品�
（所蔵・撮影協力：金沢市）�

資料提供：青柏祭でか山保存会�

加賀繍が醸し出す立体感と、加賀友禅の精緻な写実
性が融合し、一幅の絵のように見える作品となっている。�
額装「猪苗代湖の想い出」（加賀刺繍協同組合）�

ステキvol.3  04.2.23 15:56  ページ 19



心を込め、手作業によって作られた琴からは、�
作り手と弾き手の心が聞こえてくる。�

雄大にそびえる山のふもとに広がる�
雲海をデザイン化して表現。�
中川 衛作 象嵌花器「雲海」�
�

左：中川 衛作 象嵌花器「木菟（みみずく）」�
右：中川 衛作 金銀象嵌「カワセミ」�
�

中川 衛作 「四季の譜（うた）」�
（金沢市立泉野図書館所蔵 ／撮影協力：金沢市）�
�

中川 衛作 象嵌花器「雲海」�
�

野田 正明作「象牙二重巻琴（柾目）」�
�
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